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園 第 一 浄水 場 、 第 三 浄水 場 、 北 上 ろ過 施設 (北上 工業 団地 ) 施設 総合 管理 所 
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電気 事業 の あら まし 


岩手 県 の 電気 事業 は 胆沢 川 総合 か ん が い 事 業 の 一 環 と し て 、 昭 和 32 年 に 胆沢 第 二 発 電 所 を 運転 
開始 し た こと に 始ま り 、 以 来 60 年 余 に わた り 水 力 、 風 力 、 太 陽光 な どの 再生 可能 エネ ルギー を 利 
用 し た 発電 所 の 建設 に 取り 組み 、 現 在 20 か 所 の 発電 所 を 運転 し て いま す 。 全 発電 所 の 最大 出力 は 
175.770 キ ロワ ッ ト で 全国 公営 電気 事業 者 の 中 で も 有数 の 規模 と な っ て いま す 。 

し か し な が ら 、 岩 手 県 内 の 消費 電力 の 大 半 は 他 県 か ら の 電力 に 依存 し て いる の が 現状 で あり 、 
他 県 か ら の 電力 に つい て も その 資源 や エネ ルギー の 大 部 分 を 海外 に 依存 し て いる こと や 、 エ ネル 
ギー 利用 に 伴う 地球 温暖 化 問 題 な どか ら も 、 ク リー ン で 和 無限 な 純 国 産 の エネ ルギー で ある 水力 、 
風力 、 太 陽光 等 の 開発 が 大 い に 期 待 き さき れ てい ます 。 

この よう な 中 、 電 力 自 給 率 の 向上 及び 脱 炭 素 社会 実現 に 貢献 する た め 、 岩 手 県 が 自ら 率先 し て 
地域 の 再生 可能 エネ ルギー 導入 に 取り 組ん で お り 、 県 営 で は 20 番 目 の 発電 所 と し て 、 令 和 3 年 7 
月 に 笛 川 発電 所 の 運転 を 開始 し まし た 。 
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